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(
(コンジアン ^ qでが…

ネー タ ー カレントとネー タ ー チロー ジの 表式 を得る

∞ 系 の 対称性 について
保 する量と保存 カレント

実際にが現れることを 確認し 、
様 々 な 性質 を理解するそれに関連する .
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作用原理より

a=
S は action , a は関数)

すなわち
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これを 用同 いて

2
uacxlCam φacx
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( 22 . 1 ) にイピ入cて
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ネー ター カレミ jMca)Def. ( 22 - 5)

すなわち [22- 6 )
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古典場 の 方程式が満互されるなら 消える
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∞ ラグランジアンを不変 にする 微小座標⑪

変換 がよえられるならば、

ネー タ ー カレントは 特号別 な意味 をもつ
。

8 L = 0 , かつラグランジアンが連続的 な

対称性 を 持 つ 掲場合 、

∂µ jM = 0 が一常に 成 り 立
ち

ネー タ ー カレントは保す 存する」 という

すなわち

北 ぱ (x) t □ み caxy = 0
(22 . 8 )

: =で . jocx) Ʃ, 保存量密度

み
(

x) ← , 保存カレント

と 解釈 できる

すると c
(27 : 8 ) は所的な保存局則を表す

。

(連続の方程式 )
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例く )
ある 複素 スカラについてラグランジアン密度が

- ∂
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m 2φ tφ

④( φ+φ ) 2
( 22.9)

で 与えられるとする。

φ =と 実 スカラ場 でQ.
かけば

Ʃ= - ± aM φ22µφュ -② 2 µφ22 µ φ.
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[22 . 1 )

(27= 9 ) の Ʃ は 不変であるこのとき、

また 、
φ

,, φ. について 以下 が成 り立 ち 、{

( )(の) ( ] ( 22 .12 )


